
追悼文 

            工藤良一を偲んで 

山岸敏夫（11組） 

 

工藤良一（１組）が亡くなったと松本勉（２組）より連絡があった。工藤とは男声合唱グ

リークラブで一緒であった。ちなみに女生徒が増加した今は我が母校にはもう存在しない

クラブである。彼は当時セカンドのパートリーダーとして活躍していた。 

性格は穏やかで喜怒哀楽の表現はモデスト。彼は進学した明治学院大学で混声合唱団のメ

ンバーとして大曲の宗教曲を含め、男声合唱ではできない曲を演奏経験していた。 

彼の東京の下宿に一度訪ねて歓談したことがある。 

その後、私は大阪、彼は上田に居を構えたので私の都合でたまに上田に訪れる都度、無理を

言って彼に当時のクラブ仲間招集の調整を願い飲み会の設定してもらった。また何度か当

時ライバル校の染谷合唱部の同学年のメンバーにも声をかけてくれて、ほろ苦い青春時代

を懐かしく語りあった。（彼の奥さんは学年が下であるが染谷の合唱部と聞いた。） 

実は昨年８月も同様の会を設定してもらった。彼はその日ハヤリヤマイにかかったようで、

その会を早退したが、その後私を含め出席メンバーも同様のハヤリヤマイにかかった。 

やはりハーモニーが第一のグループだったと。しかし彼が先に飛び出して行ってしまった。

切ない、寂しい。 

高校のグリークラブの仲間たちと、左から二人目が工藤君 

（2024年 11月 6日記） 


